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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 10,677 6.8 117 ― 186 ― 129 425.4

29年3月期第3四半期 9,997 △3.5 △56 ― △24 ― 24 △56.0

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　227百万円 （108.3％） 29年3月期第3四半期　　108百万円 （490.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 88.40 ―

29年3月期第3四半期 16.82 ―

(注) 当社は、平成29年10月１日付けで普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮

定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 9,715 2,679 27.6

29年3月期 9,307 2,496 26.8

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 2,679百万円 29年3月期 2,496百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― ― ― 3.00 3.00

30年3月期 ― ― ―

30年3月期（予想） 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注) 当社は、平成29年10月１日付けで普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。これに伴い、平成30年３月期（予想）の１株当たり期末配

当金及び年間配当金合計については、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。詳細については、「業績予想の適切な利用に関する説明、そ
の他特記事項」をご覧ください。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,711 2.3 110 393.8 121 50.1 77 △17.0 52.54

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

(注) 当社は、平成29年10月１日付けで普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成30年３月期の連結業績予想における１株当たり当期

純利益については、当該株式併合の影響を考慮しております。詳細については、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項(四半期連結財務諸表の作成に特有の会
計処理の適用)」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 1,470,000 株 29年3月期 1,470,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 4,665 株 29年3月期 4,582 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 1,465,395 株 29年3月期3Q 1,465,493 株

（注）当社は、平成29年10月１日付けで普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われた
と仮定して、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

(株式併合後の配当及び連結業績予想について)

当社は、平成29年６月29日開催の第87回定時株主総会において株式併合について承認可決され、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につ
き１株の割合で株式併合を行っております。なお、株式併合を考慮しない平成30年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりとなります。

１．平成30年３月期の配当予想

　　１株当たり配当金 期末 ３円00銭

２．平成30年３月期の連結業績予想

　　１株当たり当期純利益 通期 ５円25銭



トレーディア株式会社(9365) 平成30年３月期 第３四半期決算短信

― 1 ―

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………２

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………３

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………３

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………５

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………７

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………７

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………７

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） …………………………………………７

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………７

決算短信（宝印刷） 2018年02月06日 16時57分 1ページ（Tess 1.50(64) 20171211_01）



トレーディア株式会社(9365) 平成30年３月期 第３四半期決算短信

― 2 ―

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあ

り、緩やかな回復基調で推移しました。また、米国および欧州でも景気回復が続いており、アジア地域においても

景気は持ち直しの動きが続いております。

当社グループはこのような状況下におきまして、顧客ニーズに柔軟に対応するとともに、積極的な営業展開に努

めてまいりました結果、総取扱量は前年同期間比3.0％増加し、売上高は106億77百万円余(対前年同期間６億79百

万円余増)となりました。損益面につきましては、売上高が増加したことにより、営業総利益は前年同期間比16.0

％増加し７億96百万円余(対前年同期間１億９百万円余増)となりました。営業利益は１億17百万円余（前年同期間

は営業損失56百万円余）、経常利益は１億86百万円余(前年同期間は経常損失24百万円余)、親会社株主に帰属する

四半期純利益は前年同期間比425.4％増加し１億29百万円余(対前年同期間１億４百万円余増)の計上となっており

ます。

　

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。

①輸出部門

輸出部門におきましては、機械機器製品が増加したことにより、輸出部門の売上高は前年同期間比7.3％増加し

24億22百万円余、セグメント利益は55百万円余(前年同期間はセグメント損失82百万円余)の計上となりました。

②輸入部門

輸入部門におきましては、雑貨が増加したことにより、輸入部門の売上高は前年同期間比10.8％増加し43億７百

万円余、セグメント利益は２百万円余（前年同期間はセグメント損失18万円余）の計上となりました。

③国際部門

国際部門におきましては、国際輸出は、メキシコ向け機械の取扱いが増加したことや、中国、東南アジア向けの

資材、建材が堅調に推移したことにより、国際輸出部門の売上高は前年同期間比0.4％増加し10億36百万円余の計

上となりました。国際輸入は、中国、東南アジアからの繊維、雑貨、家電製品の取扱いが減少しましたが、中国華

南からの雑貨、家具類は前年並みに推移し、東南アジアからの建材が順調に推移したことにより、国際輸入部門の

売上高は前年同期間比2.5％増加し27億60百万円余の計上となりました。その結果、国際部門の売上高は前年同期

間比1.9％増加し37億97百万円余、セグメント利益は４百万円余（前年同期間はセグメント損失２百万円余）の計

上となりました。

④その他

船内荷役、港湾関連及び倉庫業等の売上合計は前年同期間比5.4％増加し１億92百万円余、セグメント利益は54

百万円余（前年同期間はセグメント利益47百万円余）の計上となりました。

　
（注） 上記のセグメントの営業収入には、セグメント間の内部営業収入43百万円余を含んでおります。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ４億７百万円余増加し、97億15百万円余とな

りました。流動資産は３億97百万円余増の37億47百万円余、固定資産は９百万円余増の59億67百万円余でありま

す。流動資産増加の主な要因は、現金及び預金、立替金の増加等によるものであります。固定資産増加の主な要因

は、減価償却費計上による有形・無形固定資産の減少がありますが、投資有価証券の増加等によるものでありま

す。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ37百万円余増加し、43億64百万円余となりました。固定負債は、前連結会

計年度末に比べ、１億86百万円余増加し、26億70百万円余となりました。流動負債増加の主な要因は、短期借入金

の減少がありますが、支払手形及び営業未払金、未払法人税等の増加等によるものであります。固定負債増加の主

な要因は、長期借入金の増加等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ、１億82百万円余増加し、26億79百万円余となりました。これは、利益剰余

金、その他有価証券評価差額金の増加等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成29年５月12日公表の平成30年３月期通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 639,052 901,804

受取手形及び売掛金 1,753,946 1,779,471

繰延税金資産 56,623 56,623

立替金 799,284 894,655

その他 108,518 120,808

貸倒引当金 △7,275 △5,961

流動資産合計 3,350,150 3,747,402

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,417,565 1,347,138

機械装置及び運搬具（純額） 42,203 41,369

工具、器具及び備品（純額） 4,955 3,881

土地 1,781,656 1,781,656

リース資産（純額） 97,384 103,645

有形固定資産合計 3,343,765 3,277,691

無形固定資産

借地権 34,560 34,560

その他 158,217 126,295

無形固定資産合計 192,777 160,856

投資その他の資産

投資有価証券 1,178,534 1,323,998

差入保証金 786,436 786,563

その他 464,277 426,749

貸倒引当金 △8,017 △8,239

投資その他の資産合計 2,421,231 2,529,073

固定資産合計 5,957,775 5,967,620

資産合計 9,307,926 9,715,023
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 1,356,489 1,418,096

短期借入金 2,437,530 2,351,016

リース債務 39,554 35,582

未払法人税等 41,222 76,223

賞与引当金 121,360 117,660

その他 331,052 365,953

流動負債合計 4,327,208 4,364,531

固定負債

長期借入金 2,009,796 2,227,092

リース債務 66,443 94,471

長期未払金 72,137 37,864

繰延税金負債 122,367 165,464

役員退職慰労引当金 74,257 54,220

退職給付に係る負債 138,929 91,645

固定負債合計 2,483,930 2,670,758

負債合計 6,811,139 7,035,289

純資産の部

株主資本

資本金 735,000 735,000

資本剰余金 170,427 170,427

利益剰余金 1,376,952 1,462,496

自己株式 △9,828 △9,958

株主資本合計 2,272,551 2,357,966

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 237,222 312,373

退職給付に係る調整累計額 △12,987 9,394

その他の包括利益累計額合計 224,235 321,767

純資産合計 2,496,786 2,679,734

負債純資産合計 9,307,926 9,715,023
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

営業収入 9,997,680 10,677,337

営業費用 9,311,181 9,880,840

営業総利益 686,499 796,497

一般管理費 742,534 678,508

営業利益又は営業損失（△） △56,034 117,988

営業外収益

受取利息及び配当金 30,225 25,201

持分法による投資利益 30,925 35,450

その他 49,688 63,815

営業外収益合計 110,839 124,467

営業外費用

支払利息 61,208 54,226

その他 18,523 1,777

営業外費用合計 79,732 56,004

経常利益又は経常損失（△） △24,927 186,451

特別利益

固定資産処分益 129 49

投資有価証券売却益 53,520 44

特別利益合計 53,650 94

特別損失

固定資産除売却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 28,723 186,546

法人税等 4,068 57,003

四半期純利益 24,654 129,543

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 24,654 129,543
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 24,654 129,543

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 59,903 75,150

退職給付に係る調整額 24,436 22,382

その他の包括利益合計 84,340 97,532

四半期包括利益 108,995 227,075

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 108,995 227,075

非支配株主に係る四半期包括利益 - -

決算短信（宝印刷） 2018年02月06日 16時57分 6ページ（Tess 1.50(64) 20171211_01）



トレーディア株式会社(9365) 平成30年３月期 第３四半期決算短信

― 7 ―

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。また、見積実効税率を使用できない場合は、税金等調整前四半期純利益に一時差異に該当しない重要な差

異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期

連結損益計

算書

計上額

(注)3

輸出 輸入 国際 計

営業収入

外部顧客への売上高 2,257,742 3,887,187 3,725,589 9,870,519 127,161 9,997,680 ― 9,997,680

セグメント間の内部

売上高又は振替高
― ― ― ― 55,521 55,521 △55,521 ―

計 2,257,742 3,887,187 3,725,589 9,870,519 182,682 10,053,202 △55,521 9,997,680

セグメント利益又は損失(△) △82,749 △18,684 △2,510 △103,944 47,909 △56,034 ― △56,034

(注) １.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、船内荷役、港湾関連、倉庫業及び

その他の事業を含んでおります。

２.調整額△55,521千円は、セグメント間取引消去額であります。

３.セグメント利益又は損失(△)の合計は、四半期連結損益計算書の営業損失であります。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期

連結損益計

算書

計上額

(注)3

輸出 輸入 国際 計

営業収入

外部顧客への売上高 2,422,716 4,307,371 3,797,850 10,527,938 149,398 10,677,337 ― 10,677,337

セグメント間の内部

売上高又は振替高
― ― ― ― 43,082 43,082 △43,082 ―

計 2,422,716 4,307,371 3,797,850 10,527,938 192,481 10,720,420 △43,082 10,677,337

セグメント利益 55,881 2,963 4,934 63,779 54,208 117,988 ― 117,988

(注) １.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、船内荷役、港湾関連、倉庫業及び

その他の事業を含んでおります。

２.調整額△43,082千円は、セグメント間取引消去額であります。

３.セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。
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